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11月28日（月）、北陸建設副産物対策連絡協議会の新潟県下越分科会（新潟国道事務所が事務局）では、建設副産物
の発生抑制、再利用および適正処理の推進を目的に、建設副産物の処理施設への現地視察に行きました。

新潟県下越分科会の作業部会員などから１６名が参加し、阿賀野市の新潟特殊企業(株)バイオマスエコセンターと(株)
坂詰組コンクリートリサイクルセンターを視察しました。

バイオマスエコセンターは、平成２３年度より稼働を開始した有機汚泥処理や無機汚泥処理を行い再生土等の生産を行
う施設です。汚泥の脱水・造粒個化処理施設の処理方法について担当の方から説明を受けました。

コンクリートリサイクルセンターは、コンクリート廃材を再資源化し道路の路盤材等を生産する施設です。解体されたコン
クリート廃材やコンクリート二次製品廃材の処理方法について担当の方から説明を受けました。

北陸建設副産物対策連絡協議会新潟県下越分科会作業部会ではこのような活動を通じて、建設副産物のリサイクル推
進や、これらに関する啓発活動を行っております。
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